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感染防止
感染が疑われる場合は、呼吸状態により着用が難しい場合を除き、原則
としてマスクを着用してもらうほか、手洗いやうがい等を徹底し、感染防
止に努めている。

人混みへの外出自粛 不要不急の人混みへの外出の自粛を要請している。

関係者の来県 関係者の来県の時期・必要性について、よく相談して決めている。

過去に発熱が認められた場合にあっては、解熱後 24 時間以上が経過
し、呼吸器症状が改善傾向となるまでは利用を断っている。

発熱や呼吸器症状が解消した場合であっても、引き続き利用者の健康
状態に留意している。

通所前の健康観察

利用者への対応

受診の目安等の理解

発熱者が出た場合の対応を理解している。（高齢者、基礎疾患を抱える
者は、３７．５℃以上が２日程度続く場合や、強いだるさ（倦怠感）や息苦
しさ（呼吸困難）がある場合は、保健所等に設置されている「帰国者・接
触者相談センター」に連絡し指示をうける。なお、重篤な場合の受診を否
定するものではない。）

朝、自宅で検温した結果の連絡をもらう。送迎の場合は送迎車に乗車す
る前に検温する。発熱が認められる場合には、利用を断る。

体調把握
日中の健康状況を把握し、発熱が認められる場合は、原則個室に移し
ている。家族に連絡して迎えを待つ。

往来の自粛 首都圏や関西圏等との不要不急の往来を自粛している。

健康管理の徹底

上記事項の徹底
上記の事項について、職員に徹底するための工夫をしている。
（例　　事業所内に張り紙をする。毎朝チェックさせる等）

個人情報の保護
利用者や家族の情報やうわさをむやみに他人に広めないよう全員に周
知し、徹底させている。

正しい理解
感染症に対して正しく理解し、患者やその家族、医療関係者に対して偏
見を持たないよう全員に周知し、徹底させている。

業務負担超過の防止
長時間の時間外労働を避けるなど、疲労が蓄積しないように配慮してい
る。

うがい、手洗い、咳エチケット等を徹底している。

人混みへの外出自粛 不要不急の人混みへの外出の自粛を要請している。

新型コロナウイルス感染拡大防止「県民行動指針」チェックリスト（介護事業者向け）

令和　　　年　　　月　　　日

項目 確認事項 特記事項

職員への対応

マスクの着用 施設内でのマスク着用を徹底している。

現在の利用者数

症状がある場合、管理者への報告により確実な把握が行われるように
努めている。

症状が解消した場合であっても、引き続き当該職員等の健康状態に留
意している。

食堂や詰め所でマスクをはず して飲食をする場合、他の職員と一定の
距離を保っている。

入国拒否の対象地域から帰国後症状がある職員等がいる場合、管理者
は、すみやかに市町に報告するとともに、発熱等の症状により感染が疑
われる職員等がいる場合は、保健所に対して指示を求めている。

消毒用アルコール 施設に入る際や介護時に消毒用アルコールを徹底している。

会議等への出席の制限 不要不急の会議等への出席を制限している。

各自、出勤前に体温を計測し、発熱等の症状がある場合には、出勤を行
わないことを徹底している。

公共交通機関の利用制限
極力、公共交通機関を利用しての出勤を制限、又は時差出勤を奨励し
ている。

うがい、手洗い等
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面会者や業者等の施設内に出入りした者の氏名・来訪日時等について
記録している。

入所施設等における面会
の対応

イベントの中止

不要不急の来所を遠慮していただくよう、周知している。

ボランティア等の対応 実習生、ボランティア等の受入れを自粛している。

うがい、手洗い等

ボランティア等の対応

施設内の消毒

面会については、感染経路の遮断という観点で、可能な限り、緊急やむ
を得ない場合を除き、制限している。

利用者が日常触れる、トイレのドアノブや取手、手すり等共用設備等の
消毒を徹底している。

廃棄物の処理

うがい、手洗い、咳エチケット等の徹底をお願いしている。

来所者、委託業者等への対応

事業所内の清掃の実施 事業所内をこまめに清掃している。

マスクの着用 事業所内でのマスク着用を徹底している。

施設における感染症防止対策

消毒用アルコールの設置
施設入口、トイレ等に消毒用アルコールを設置し、消毒の徹底を呼び掛
けている。

来所者への周知

換気の実施 定期的に窓を開け、換気を実施している。

実習生、ボランティア等の受入れを自粛している。

来所者の記録

面会をする場合、少なくとも面会者に体温を計測してもらい、発熱が認め
られる場合については面会を断っている。

対応マニュアル等
感染症発生時の対応マニュアル（国・県で公表しているマニュアルも含
む。）等を備え置いている。また、職員に対し周知している。

発生時の対応協議
今回の新型コロナ対策として、配置医師、看護師等と感染症発生時の対
応を協議している。

消毒用アルコール 入口やトイレ等に消毒用アルコールを設置し、消毒を徹底している。

委託業者への対応
物品の受渡しは玄関などの限られた場所とし、施設内に立ち入る場合は
検温し、発熱が認められる場合は入館を禁止している。

外部の者も参加するイベント等を中止している。

集まる機会の制限 レクリエーションなどで多数の利用者が集まる機会を減らしている。

廃棄物（使用済みのティッシュペーパーやマスク等）は、直接触れないよ
うにして適切に処理している。

衛生用品等の確保

感染症発生に備えた体制整備

保健所等の連絡先
感染が疑われる者が発生した場合の連絡先を把握している。（保健所
等、帰国者・接触者相談センター、市町村、県等）また、連絡先を職員が
分かる場所に掲示している。

マスク、消毒液、手袋、ゴーグル、ガウン等が確保できている。


